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区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
申請時点から採用までの準備および1年目の計画として，網羅的な道路環境情報収集に向けた基盤作り，道路環境情報推定アルゴリズムの検討および参加型センシ
ングによる複数ユーザからのデータ収集をあげていた． 
その中で，網羅的な道路環境情報収集に向けた参加型センシングプラットフォームアプリケーションの作成および道路情報推定アルゴリズムの部分的な確立を本
年度までに遂行してきた． 
参加型センシングにおいて網羅的にデータを収集する上で，収集されるデータの質や量がユーザに依存する．ここで，参加型センシングにおいてどう良質かつ必
要なデータを収集するかと言った課題が発生した． 
ユーザのセンシングへの参加モチベーションを向上させるために，金銭的なインセンティブが考えられるが継続的な運用が難しいため，非金銭的なインセンティ
ブとしてゲーミフィケーションの導入を検討し，参加型センシングプラットフォームへの実装を行った． 
新たな課題として参加型センシングにおけるユーザへのインセンティブが課題として上げられたがゲーミフィケーションの検討および実装を行ったことにより，
今後効率的なデータ収集が期待できると考えている． 
これらの成果を国内会議1本，国際会議1本，国内雑誌への寄稿を行った．
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本研究は，自転車利用者の安全経路の推定にむけた道路環境情報の網羅的な収集およびそれらの情報から形成した集合知による安全経路の推定手法の確立を目指
している． 
網羅的な道路環境情報の収集を行うために，本研究ではユーザ参加型センシングの利用を想定している．そこで，日常的に自転車を利用する一般利用者でもデー
タ収集へ容易に参加できるよう近年一般的に普及しているスマートフォンを用いた道路環境情報収集を行う． 
本年度は，自転車向け経路の安全性に関わる道路環境情報として定義している車線別車両数・車種・車両速度・側方間隔のうち最も重要となる車線別推定に向け
てステレオ音源を用いた接近車両手法を提案した．本手法では，自転車に取り付けたスマートフォンの上下に搭載されている２つのマイクから収集されるステレ
オ音源の到着時間差を利用しており，車両接近時に得られる特徴量から接近車両数の検出を行う． 
提案手法の車両検出性能を評価するために，実際に公道でデータ収集を行い解析を行った．その結果，正確度，適合率，再現率，F値はそれぞれ0.83，0.90，
0.72，0.80となった．車両検出精度は0.90と高精度で接近車両の数量および方向が検出可能であることが明らかとなった．また，車両速度・車種においても推定
可能性が示唆される結果を得ている． 
加えて，ユーザ参加型センシングにおいて，ユーザが継続的にデータを収集するインセンティブをどう付与するかが問題となる．そこで，本研究ではユーザに対
するインセンティブとしてゲーミフィケーションを導入し，効率的なデータ収集に向けたユーザの行動に与える影響の調査を行なっている． 
これらの成果を国内会議1本，国際会議1本，国内雑誌への寄稿を行った．
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30年度提案した自転車に取り付けたスマートフォンのマイクから収集されるステレオ音源を用いた接近車両検出手法の有用性が明らかとなったため，様々な環境
に適用できるようより多くのユーザからより多くのデータを収集する必要がある．そこで，31年度はユーザ参加型センシングにより効率的かつ網羅的に収集する
ことを目指す．しかし，ユーザ参加型センシングにおいて，ユーザのセンシングタスクに対するモチベーションが問題となっている．これまでにユーザに対する
インセンティブとしてゲームデザイン要素やゲームの原則を応用したゲーミフィケーションの導入を検討・実装している．31年度においても引き続き，ゲーミ
フィケーションを用いたユーザ参加型センシングにおいて収集されるセンサデータおよびユーザ行動への影響を明らかにする．また，参加型センシングに基づく
走行時安全情報の収集により発生する測定誤差や悪意のあるデータの混入が無視できない問題となる．この問題を解消するため収集されたデータに対して統計的
な処理を施すことてで信頼性の高いデータのみを選定する手法についても合わせて検討を始める．これらの研究成果を国内学会や国際会議に投稿し，多研究者と
の議論を行うとともにアルゴリズムおよびシステムの改良を行う．

観光客参加型センシングによる観光情報収集におけるゲーミフィケーションの有効性調査

A gamified participatory sensing for tourism: the effect to a sightseeing
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